
 

 

 

 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなの力が 

学校を支え 

学校を変える

 
 学校として目指すべき目標を設定し、その達成状

況や達成に向けた取組みの適切さを検証することに

より、組織的・継続的に学校運営を改善する。 

 

 自己評価や保護者等による評価の

実施、結果公表により、保護者や地域

からの理解と参画、協力を得て、信頼

される開かれた学校づくりを進める。

 

 評価結果を踏まえて、教育委員会

が、学校に対する支援・改善等の必要

な措置を講じることにより、一定水準

の教育の質を保証しその向上を図る。 

家 庭 ・ 地 域 と の 連 携教 育 の 質 の 保 証 ・ 向 上 

学 校 運 営 の 改 善 と 発 展

○「学校評価検討部会」  
学校評価全体の企画運営を担い、年間を通して、学校評価

を組織的かつ計画的に実施するための校内組織を設置する。

○「学校関係者評価委員会」  
学校の現状と課題を協議し、学校改善が適切に行われるよ

うにするために、学校評議員と学識経験者で組織する。 

平成２２年度 
 
学学校校評評価価モモデデルルをを構構築築

 

平成２３年度 
 
市市内内全全校校でで統統一一ししてて実実施施

 

推 進 体 制 モデル校の使命

 
学校関係者評価のモデルプラン及び評価結果がまとまりましたので、ご報告申し上げます。保護 

者・地域の皆様には、ご協力を賜りましたことに改めてお礼申し上げます。これら評価の結果を学 

校として真摯に受け止め、学校運営の改善と教育の質の向上に努めてまいります。 
 

平 成 ２ ３ 年 ３ 月  東 久 留 米 市 立 第 三 小 学 校  

 三三 小小



 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

月 ◇保護者 □児童 ◇学校 ◎公開等 学校関係者評価委員会 教育委員会 

 4 月 

 5 月 

 6 月 

 7 月 

 

 

◇授業参観アンケート 

□授業評価・生活調査 

◇学校評価部会を設置 

◆評価計画作成・提出 

◎学校公開（第１回） 

◎重点目標等の周知 

◎授業改善プラン公表 

○学校関係者評価委員会 

を組織 

○第１回評価委員会 

・評価目的や方法説明 

・学校の教育状況説明 

△評価計画の

受理、助言 

 

△評価委員の

委嘱 

 9 月 

10 月 

11 月 

 

12 月 

 

◇学校行事アンケート 

◇授業参観アンケート 

◇学校行事アンケート 

 

◆学校評価アンケート 

□授業評価・生活調査 

◎運動会 

◎学校公開（第２回） 

◎学習発表会 

  

◆学校評価アンケート 

 実施、集計 

○第２回評価委員会 

・学校の教育活動の観 

察や意見交換 

 

 1 月 

 

 2 月 

 

 

 3 月 

◇授業参観アンケート 

□授業評価・生活調査 

 

 

◆自己評価を実施 

・分析と改善策立案 

◎学校公開(第３回) 

◎学校評価アンケート結果 

の公表 

◆学校評価の総括 

◆『学校関係者評価報告書』

の提出・公表 

 

 

○第３回評価委員会 

・学校関係者評価 

 

◆第４回評価委員会 

・『学校関係者評価書』 

   を作成し、校長に提出 

 

 

 

△指導主事等

による学校視

察の実施及び

指導助言 

（通年） 

 

 

 

 

 

△学校運営改

善の支援 

 

 
ホームページや通信等で公表するとともに、

教育委員会に報告し、学校改善を図っていく。

 
評価結果に基づき、

教育委員会が、学校運

営の改善を図るため

必要な措置を講じる。 

校
長
日
記

６ . 教 育 委 員 会 の 支 援

５ .  公表と説明、報告 

 
児童、保護者、教職員の三者で、同じ項目で

アンケートを実施し、自己評価の資料とする。

１. 学校評価アンケート 

学校関係者評価書を踏まえ、改善方策の

見直しなど、学校として『学校関係者評価

報告書』を取りまとめる。 

４. 学校関係者評価の総括

校内の部会で、具体的な指標に基づき自己評価を行う。

自己評価結果と改善の方策を評価委員会に報告する。 

２ . 自  己  評  価 

情報提供

学校の教育活動の観察や意見交

換をしながら評価する。『学校関係

者評価書』を校長に提出する。 

３. 学校関係者評価委員会

概 要 

日 程 

学 校 関 係 者 評 価 の 実 施 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．自 己 評 価 

３．学校関係者 
評価委員会 

４．学校関係者評
価の総括 

５．評価結果の 
公表・報告 

６．教育委員会
の支援・措置 

１．学校評価 
アンケート 

○ 対 象  教職員、保護者、児童・生徒の三者に同じ項目で質問

○ 回数等  年１回、12月頃に実施 

○ 質問数  全25問 全校共通の質問20問 ＋ 学校独自の質問５問

○ 選択肢  ４件法に「わからない」を加えた５択 

○ 留意点  児童向けの質問は、児童に問える質問内容に限定し、

18問とした。 

○ 様 式  学校評価アンケート（マークシート）、アンケート結果

○ 組 織  学校評価検討部会を中心とする全教職員 
○ 内 容  「学校評価アンケート」の結果を基に、自己評価を行い、

改善方策を検討する。 
○ 留意点  評価が低かった項目は必ず改善策を練る。 

○ 様 式  自己評価シート 

○ 組 織  学校関係者評価委員会（学校評議員と有識者で組織) 

○ 内 容  第1回   評価方法、学校の現状等を説明 

         第2～3回 学校の教育活動の観察や意見交換等 

       第4回    校長に最終評価『学校関係者評価書』を提出

○ 様 式  学校関係者評価書 

○ 組 織  学校評価検討部会を中心とする全教職員 

○ 内 容  「学校関係者評価書」を踏まえ、評価結果の分析に加え、

改善方策等を見直す。 

⇒次年度の教育課程に反映する。 

○ 様 式  学校関係者評価報告書 

○ 組 織  学校 

○ 内 容  １～４の評価結果等すべての資料 

○ 時 期  ３月末まで 

○ 公 表  学校ホームページ及び学校便り等で公表する。 

○ 報 告  教育委員会へ報告する。 

○ 組 織  教育委員会 

○ 内 容  評価結果・改善策に応じて指導・助言を行うとともに

       学校に対する人的・物的支援や条件整備等の改善措置

を講じる。 

○ 留意点  評価の低かった項目は、学校に改善策を提出させる。

手 順 



                       
  

 

 

((11))  評評  価価  項項  目目 （全校共通２０＋学校独自５） 
 
本市の教育委員会基本方針に基づき、５つの観点を２５の評価項目で構成したものです。 
 

５ 観 点 ２５ 項 目 

安全な学校と信頼される教育の確立 
１ 校長のリーダーシップ ２ 児童理解  ３ 安全・安心 

４ 学校公開        ５ 情報発信  ６ 地域への参加
７ 家庭教育 

確かな学力の育成 
８ 授業の工夫・改善  ９ 個に応じた指導  

１０ 探究的な学習   １１ 言語活動  
１２ 外国語活動    １３ 環境教育 １４ 特別支援教育 

人権尊重及び社会貢献の精神の育成 
１５ 人権尊重教育   １６ 規範意識 
１７ 体験活動 

健やかな心と体の育成 
１８ 道徳教育     １９ 健やかな体 
２０ 教育相談 

特色ある教育活動 
２１ ＩＣＴ      ２２ 学校図書館  

２３ 金管バンドクラブ ２４ 地域との協働  
２５ 交流及び共同学習 

 

((22))  三三者者にによよるる評評価価アアンンケケーートトのの質質問問文文例例  
 
同じ項目を三者が評価できるように、質問文の言葉を工夫して、対象によってそれぞれ作成しています。 
 

設問項目 教職員及び評価委員向け 保護者向け 児童（高学年）向け

校長の 
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 

校長は、教育の一層の充実のために、リ

ーダーシップを発揮して教職員をよくま

とめ、経営方針の具現化に努めている。 

校長は、リーダーシップ

を発揮して学校経営を

している。 

（設問無し） 

児童理解 

児童の言葉に耳を傾け、よく観察し、児

童の気持ちを感じ取りながら、一人一人

の内面や特徴の把握に努めている。 

教員は、児童一人一人の

気持ちや、内面の理解に

努めている。 

先生から、ほめら

れたり、励まされた

りすることがある。 

安全・安心 

児童の安全確保のために、日常の安全管

理に留意しつつ、安全指導を徹底してい

る。 

学校は、児童の安全確保

のために、安全指導を徹

底している。 

安全に気をつけて

過ごしている。 

 

((33))  学学校校評評価価ママーーククシシーートトのの実実例例（（保保護護者者用用））  
 
慶應義塾大学 SFC 研究所が開発した「学校評価支援システム」を活用しています。    
 

重 要 度 実 現 度  

重要 
である 

やや重要
である 

あまり 
重要で 
はない 

重要で
はない

そう思う
だいたい 
そう思う 

あまり 
そう 
思わない 

そう 
思わない

わからな
い 

1 
校長は、リーダーシップを発揮して

学校経営をしている。 
●   ○   ○   ○ ●    ○      ○     ○    ○ 

2 
児童一人一人の気持ちや、内面の理

解に努めている。 
○   ○   ●   ○ ○     ●      ○     ○    ○ 

3 
学校は、児童の安全確保のために、

安全指導を徹底している。 
○   ●   ○   ○ ○     ○      ●     ○    ○ 

 

学 校 評 価 ア ン ケ ー ト 

【流れ】 評価項目の決定 → 三者のアンケート質問文決定 → マークシート用紙作成 

※ 授業における“ねらい→指導→評価”の流れと同様に、教育の目標と学校評価は表裏一体。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1 校長のリーダーシップ

2 児童理解 

3 安全・安心 

4 学校公開 

5 情報発信 

6 地域への参加 

信
頼
さ
れ
る
教
育
の
確
立

安
全
な
学
校
と 

7 家庭教育支援 

8 授業の工夫・改善 

9 個に応じた指導 

10 探究的な学習 

11 言語活動 

12 外国語活動 

13 環境教育 

確
か
な
学
力
の
育
成 

14 特別支援教育 

15 人権尊重教育 

16 規範意識 

社
会
貢
献

人
権
尊
重 17 体験活動 

18 道徳教育 

19 健やかな体 心
と
体

健
や
か
な 

20 教育相談 

21 ＩＣＴ 

22 学校図書館 

23 金管バンドクラブ 

24 地域との協働 

 
 

教
育
活
動

特
色
あ
る 

25 交流及び共同学習 

質 問 文 評 価

校長のリーダーシップ 5.8 

学校公開 5.8 

地域との協働 5.6 

情報発信 5.5 

金管バンドクラブ 5.5 

交流及び共同学習 5.4 

言語活動 5.2 

安全・安心 5.1 

体験活動 5.1 

ＩＣＴ 5.1 

学校図書館 5.1 

授業の工夫・改善 5.0 

人権尊重教育 5.0 

規範意識 5.0 

道徳教育 5.0 

児童理解 4.9 

地域への参加 4.9 

健やかな体 4.9 

環境教育 4.8 

探究的な学習 4.7 

家庭教育 4.6 

個に応じた指導 4.5 

教育相談 4.5 

特別支援教育 4.4 

外国語活動 3.9 

※そう思う 7㌽、だいたいそう思う 5㌽ 

あまりそう思わない 3㌽、そう思わない 1㌽

として平均を計算した。満点で 7.0 ㌽。 

  6.5   ○校長の 
リーダーシップ

○金管バンドに
よる地域連携 

     

  ○情報発信      

     ○ＩＣＴ活用   

  ○地域との協働 6.0    ○教育相談 

     ○体験活動 ○人権尊重教育

  ○学校公開    ○児童理解 

       ○安全・安全 

5.5 6 6.5 7

    5.5    ○規範意識 

     ○個に応じた指 
導 

○特別支援教育

       ○道徳教育 

○地域への参加 ○授業の工夫・ 
改善 

 ○言語活動   

  ○環境教育 5.0  ○学校図書館   

  ○家庭教育支援  ○交流・共同学 
 習 

  

○ 外国語活動 ○健やかな体      

高 
 
 
 
↑ 
 
 
 
実 
現 
度 
 
 
 
↓ 
 
 
 
低 

     ○探究的な学習   

  低      ←      重要度      →      高

((44))  評評価価結結果果とと分分析析例例  

1 . 項 目 別 評 価 
そう思う 

だいたい 
そう思う 

あまり 
そう思わない 

そう思わない よく 
わからない 無回答 

45

17

18

44

37

41

58

63

52

51

4

17

14

3

8

1

2

1

8

6

3

2

2

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19

12

17

11

10

56

56

63

52

57

16

23

12

25

21

2

3

2

3

4

7

6

7

9

8

18

6

13

9

17

63

38

55

49

52

10

31

18

21

17

2

12

5

5

3

7

12

9

15

11

16

22

15

14

12

61

60

63

55

49

13

12

14

20

21

2

2

2

2

5

8

4

7

8

12

23

26

37

32

26

49

51

47

54

51

14

14

5

6

12

3

2

2

1

12

8

10

7

9

そう思う
22.5%

だいたい
そう思う
58.4%

あまりそう
思わない
16.1%

そう思わ
ない
3.0%

保護者からの評価 

アンケート結果分析　教職員用レーダーチャート

6.4

6.4

6.4

6.8
6.9

4.9

5.5

5.6

5.2
5.5

0

2

4

6

8
信頼される学校

確かな学力

人権尊重健やかな心と体

特色ある教育

重要度

実現度

2. 総 合 評 価 

3 .項目別平均値

4.重要度×実現度 マトリック教職員からの評価 

5 . レ ー ダ ー チ ャ ー ト



74 26

57 43

81 19

24 69 6

57 39 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特色ある教育活動

健やかな心と体の育成

人権尊重及び社会貢献

確かな学力の育成

信頼される教育の確立

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない

                                                                        
  
 
 
 
 
 
 
 
 

1 校長のリーダーシップ 

2 児童理解 

3 安全・安心 

4 学校公開 

5 情報発信 

6 地域への参加 

安
全
な
学
校
と 

信
頼
さ
れ
る
教
育
の
確
立 

7 家庭教育支援 

8 授業の工夫・改善 

9 個に応じた指導 

10 探究的な学習 

11 言語活動 

12 外国語活動 

13 環境教育 

確
か
な
学
力
の
育
成 

14 特別支援教育 

15 人権尊重教育 

16 規範意識 

人
尊
・
社
会
貢
献 

17 体験活動 

18 道徳教育 

19 健やかな体 

健
や
か
な
心
と
体 

20 教育相談 

21 ＩＣＴ 

22 学校図書館 

23 金管バンドクラブ 

24 地域との協働 

特
色
あ
る
教
育
活
動 

25 交流及び共同学習 

学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 に よ る 評 価 

100

29

57

71

86

71

43

29

14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14

43

29

43

14

57

57

71

57

71

29

14

43

0

14

29

86

57

71

86

71

14

29

71

86

71

43

57

29

14

29

57

43

86

57

100

86

43

14

43

14

57

3 . 項 目 別 評 価 

1 . 観 点 別 評 価 

あまりそう
思わない
3.7%

だいたい
そう思う
46.9%

そう思う
49.5%

2 . 総 合 評 価 

★評価の高い項目  ▼評価の低い項目

★ 教育委員会の重点と合わせて経営さ
れている。着任早々、指導力を発揮して
いる。方針や目標が明確で素晴らしい。

★ ホームページとお便りがわりやすく
なった。学校情報が「見える化」の方向
性にあり、啓発活動につながっている。

★ 校門で「こんにちは」と挨拶をされ
た。教育の成果だと思う。自分を大事に
するように、他人を尊重できるように。

★ 子どもたちが楽しくやっている姿が
嬉しい。前を知る者として今回の復活を
大変喜んでいる。活躍を祈りたい。 

★ 他校に比べ格段にＩＣＴの日常使い
ができている。日常の授業におけるＩＣ
Ｔの活用を普及することが大切である。

★ 自然・体験、奉仕的な体験の機会を
教育課程に明確に。野菜を育て料理する
体験など、食育の視点も加えてほしい。

★ 保護者や地域の教育力を大いに生か
し、学校の活性化、地域の活性化につな
がっている。小中連携はどうなのか。 

▼ 学校は、地域に協力を求めるが、地
域行事に積極的に教員が参加すること
が少ないのは課題である。 

▼ 学校教育法に基礎基本の定着と活
用を図るととともに思考力・判断力・表
現力の育成（探究）が重要視されている。 

▼ 幼少期からの英語教育は大切であ
る。児童にとって負担とならないよう
に、慣れ親しみ、楽しむ英語活動を。 

▼ 太陽園を大いに活用してほしい。自
然を生かしたプラニング（指導計画の作
成）をすることが必要である。 



                                                                                                                                                                                           

観点１「安全な学校と信頼される教育の確立」 

★ 校長のリーダーシップや学校公開、情報発信などは、今年度特に力を入れてきた点でもあり、

また外から見えやすいことからも高い評価をいただいた。 

★ 家庭教育への支援は、評価が低かったものの、ノーテレビ・ノーゲームなど、家庭と連携し

啓発する試みとして一定の評価をいただいている。 

▼ 学校の安全確保については、教員の安全管理や児童への指導面よりも、施設の老朽化等に伴

う補修や維持管理など行政面の管理責任を問われている。 

▼ 教職員は、保護者や地域への協力を求めている反面、自らは地域行事へ積極的に参加する姿

が弱く（年１回以上の参加率 75％）、その矛盾を指摘されている。 

観点２「確かな学力の育成」 

▼ 全体的に低い評価となった。とりわけ、探究的な学習や言語活動の充実、外国語活動は、教

職員の自己評価も低く、今後の大きな課題と言える。 

観点３「人権尊重及び社会貢献の精神の育成」 

★ いずれも高い評価をいただいている。 

観点４「健やかな心と体の育成」 

▼ 教育相談については、児童理解や特別支援教育と同様に、教職員と保護者の評価にかい離が

あり、もっと我が子をしっかり見てほしいとの気持ちの表れと受け止めている。 

▼ 健やかな体については、健康面では十分な配慮がなされているものの、体力向上面で目に見

える取組みがない点を指摘された。 
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の 
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観点５「特色ある教育活動」 

★ 金管バンドと地域との協働については、東京都教育委員会表彰を受賞するなど、内外から高

い評価を受けた。情操教育の面からも更なる期待が寄せられている。 

★ ＩＣＴについては、大型テレビと実物投影機の組み合わせにより、市内のどの学校よりも効

果的に活用し、分かる授業、共に学び合う授業につながっていると評価された。 

▼ 学校図書館の活用については、学校図書館そのものの整備と読書活動については、努力が伝

わるものの、教科等の授業における活用が期待されている。 

▼ 交流及び共同学習については、特別支援教育と同様に、保護者には分かりづらいようで、評

価委員の方からのコメントもいただけなかった。情報共有が必要である。 
         

 
 

 

改
善
策
の
例 

一例として、評価委員の評価（満点 7㌽）が低かった項目を中心に改善策を列挙する。 

 ◆ 外国語活動 4.4 ㌽ → 指導内容と授業時数の見直し。低学年 3時間(H22)→8 時間(H23) 

 ◆ 地域への参加 4.7 ㌽ → 全教職員の参加を促す。参加率 75%(H22)→100%(H23) 

 ◆ 探究的な学習 5.0 ㌽ → 総合的な学習の時間の計画・内容を抜本的に見直す。 

 ◆ 特別支援教育 5.6 ㌽ → 校内委員会を中心に一層充実させ、外にも見える化していく。 

 ◆ 授業の工夫改善 5.6 ㌽ → 言語活動の充実に焦点を当て、実践的な研究を深める。 

 ◆ 健やかな体 5.9 ㌽ → 日常的な運動を習慣化させ、基礎的な体力向上を図る。 

学 校 関 係 者 評 価 の 総 括 

1 .  総     括  

2 . 観 点 別 評 価 

3 . 改 善 の 方 策 

 全体的には高い評価となりました。しかし、評価委員の方から「確かな学力の向上は学校の要であり、一
層の授業改善、個に応じた指導の工夫が必要である」との指摘をいただくなど、“確かな学力の育成”が課
題であり、校内研究をさらに充実・活性化させるなど、教員の指導力を向上させてまいります。 
 また、教職員の方が保護者よりも甘い評価が多いことや、両者の評価に大きな差異がある項目など、アン
ケート結果についても更なる分析が必要です。 
 なお、今後、評価の精度を上げるために、評価項目の精査、評価アンケート文言の改訂、評価者への情報
提供の充実、結果の分析・考察の一層の改善などが必要と考えています。 



                
学校評価を実施する上で、評価アンケート等の膨大なデータを処理する必要があります。 

本校では、下記の２つのプログラムを活用することで、事務量を大幅に軽減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マークシート形式の調査票作成】 【調査票をスキャナーで読み込む】   【マークを認識して集計する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               【エクセル】 

【学校評価アンケート結果（教職員向け）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                                                           ※ 学校評価支援シ

し                                     システムの結果を 

                                      貼り付けると、自 

動生成される。  

学 校 評 価 ア ン ケ ー ト の 作 成 ・ 集 計 

１ 「学校評価支援システム」 
   慶應義塾大学SFC研究所が、文部科学省の事業委託を受けて開発したプログラム。 

   次の３つで構成。ブラウザ上で作動する。 http://smp.sfc.keio.ac.jp/sess2009/ 

２ 「集計・帳票出力システム」 
   本校が、早稲田大学大学院 教職研究科教授 三尾忠男 氏のプログラムを 

もとに開発したエクセルのプログラム。  著作権：第三小学校 

１ 『かんたん調査票作成ソフト』 
     普通紙でマークシート形式の調査票を作成できるソフトウェア
 
２ 『かんたん調査票読み取りソフト』  
     調査票のマークを認識・集計することができるソフトウェア  
 
３ 『かんたん課題分析データベース』  
     自動的に課題分析を行うことができるソフトウェア 
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